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1 .はじめに

近年の第2首；j討の発音指導においては，分節官だ

けでなくリズムやアクセント イントネーションと

いった超分節要素の指導の必要性・草要性が指摘さ

れているο 学宵二x・の母語との対照研究や記述報丹か

ら？とJ得l付難点については明らかにされつつあるが，

7行！｝プロセスや指導方法については未解明な部分が

多い。 1j1でも ti本語の単語アクセントは．丈の韻律

を規定する重要な要素でありながら，教宅現場で卜

分なHr導が11：われていないという現状がある＂ ~~志；

的なl二にバリエーションも多いアクセントを 1詰 l

i市覚えなければならないという負担！！惑も大きし九日

本両母語i活者のアクセント習得に関しては，知覚よ

り生成が先行するという指摘があるが（「1勢・箆

2010). 11本語学科I者におけるアクセント型の背伴

プロセスは卜分に解明されていないけ

分節n二の生成については．知覚やモニター力等と

の関係が検，iJされているが．アクセントの場合は語

ごとのアクセント知識が必要となるえ知識とは，そ

の話が実現されるべき尚fl~パターンに｜到する内千七化

されたイメージを指す1 高橋（2012）は， 日本官学

経験を持つ70名の中上級韓国入学？？者（慶尚道}jTf

,;,r1ri· を除く）を対象に， tp.~苦アクセント ！ j:_成に知識，

知覚．モニターがととの程度関与しているのかを検討

したリその結果，アクセント作成成績にもっとも大

きく関与するのはl市ごとのアクセント知識であると

いう結果が伴られたのまた．アクセント型別の分析

結果から．聴覚インプットからI市ごとのアクセント

情報が蓄積され生成に至る nf能性が指摘された。 fH

しこの結果が学宵持のは語に関わらずー般化が11f

能なものであるかについては未検証で、ある J

本毛布では． トi己の課題を検討するために． 英語を

ほ語とする II:tドi古学習者に対して実施した小規模品］

をの結果について報台する。

2.先行研究

英語母語話者のアクセント生成傾向については，

すでにいくつかの報丹がなされているの文章の読み

上げ百戸fを分析した中川（1996）は，英語を母語とす

る学宵者には， j•第 1 背節を高く発ffする傾向．話

よから 2拍日の音節をi高くする傾向がある．エピッ

チ耐が狭い＇ /3:,•;:j くなる音節が判断できない＇ '4.＇特

殊1tlを合む訴は岡難， といった特徴を報汗してい

る，，語の長さを統制した調査はなされていないが．

語末から 2拍II. 3拍日にアクセントを聞きやすい

という傾向は他の先行研究でも指摘されている（久野

1998，子i同 1999）。また，アクセント剤は前後の環

境に左イiされやすい（ I：岐 1980），学習者の't成す

るアクセント型は助詞の付加や活出によって変化す

る（Taylor2012）という J旨11誌は， fi1. Jrtアクセント

の定着の｜付難さをJjよしている。

知覚に関しては鮒ii宰他 0995）.西市（1997）＇坂本

(2008）などがあるc 阿川は54名の留学生に対し

刺激語を聞いてアクセントを記入する課題を実施し

たしその結果から＇ d.：、｜斗反型（論文中では OW!1') 

の成績が故も良い，！；(i!~j確なピークのある頭高刑，

r}11% 2型の成績が良いといった傾向を指摘した卜牟

で．米語I活者はピッチピークでアクセントを判断し

ていると述べている

英語i:):~世話J干のアクセント生成．知11t傾向は韓｜王l

入学宵者とも示なる古｜；分があるわ韓［1q請も英語と同

じく汗節，－j請であり，特殊打iが強く ，.. ・:jく発音される

傾向が指摘されている（, , , * 200 l lc.英語と同じく

アクセントは庁長~単位で付与されるが，韓｜五！日昔．特

にソウル京畿）jj主は日本語や英語と異なり，アクセ

ントは；i{fの弁別機能を持たず，文長n・ 旬頭から 2音



節Hをピークに句末まで下降するという組作的特徴

を持つ（越 2007）。こうした特徴がLJ本I市読みLげ

時に持ち込まれることで．単語単独発訴の場介は tf•

高刑のようなピッチパターンが多くなるとペーわれ

る。韓l司入学習者によるアクセント知覚に関しては．

まず平板剤（ 0引）と頭高刑の核｛川町の聞き取りが

習得されるとされており（宇・鮎浮・ l川市 1997.

鮎浮 1999），西部 0997）がぶした英語i訂昔話ri－の

｛頃1uJとの茸i1tJ、カサ旨11首できるら

韓同入学習者のアクセントの生成と知識の関係を

調査した高橋（2012）では，アクセント引によって

課題成績に有意な差があり. rt• ('.':j :i~~！の過剰生成を｜除

外すると，読み上げ課題と正誤判断課題の結果にア

クセント型ごとの連動が見られたノまたどの課題に

おいても尾高型の成績が最も低かったことなどか

ら．アクセントの習得にtf,:Jの速いが閑 IJ宇している uf

能性を指摘した。では．英語品者の｜｜本；l!lのアクセ

ント宵得においても．型の追いによる影響ははられ

るのであろうか。韓同人学＇（｝｛~－ とどのような判l:i主／，（

が見られるので、あろうか＂英日 m・；；古者のアクセント f｜ 〈

成に関する中川（1996）のJ旨J尚を踏まえると．第 1

苛節を向く発汗する傾向や話4くから 21(1日の｛＇i・節を

高くする傾向から， YM:i型，尾（＼可型が多く lj：＿成され

ることが予想、される。知覚に｜均しては．州市（1997)

の指摘から，戸｜咋反型の成績が最も高く Jl1f:jJ~~ の成主~'l

が最も｛氏くなることが考えられるつ英語り；Ht話ri－の

アクセント習得における刑の影響を調売するため．

尚橋（2012）の枠組みの一部を)fjL、た小規模調ffを

行なったの研究課題は以ドの 3/.i：である j

1. 生成課題と正誤判断課題において，アクセン

ト刑による成績の差はみられるかり

2. 英語母語話者においても韓［icj説話fi・と｜司様に

アクセントの午成課題と1E誤判断課題に，ア

クセント型ごとの対応が見られるかr

3. 英語母語話者のアクセント弁別にどのような

1頃1!1］があるかっ

3.調査内容

3-1.対象者

調査対象は北米の大学でIJ本訴を’主ぶ20政代の大

学生（ljt級以いであるつ 19名の調合：1高）J；百－のうち，

英語を母語としない者. 111-rnJパイリンガル，刺激Mf今

に未知l語があった者を除外したll名を分析対象とし

たり対象若の学門背民情報を衣 lに示す｛ この集I.JI

2 

の｜｜本への官学期lllJは、ド均1.8年． 日本語学宵期間

は、ド:J[J8_3{j'であったノ li本語のアクセントについ

て． 1 ；＼｛＼－ずつ＇.itえるような学刊を経験した者はいな

かった

表 1 調査対象者の学習背景情報

ID 性別 官γ向。JIHJ 学習期HU I l能試
「一一一一一

El 恥l なし 3年 2 

E2 3ヶ｝］ 4 'ij二 なし
← 

E3 M l 'if 6年 2 

E4 M 1ヶ｝］ 8 {j' なし

E5 M 1 11' 8年 2 
← 

E6 M 2 'iJ' 8 'ij'. 2 

E7 なし g "r N2 

ES M 
5 "" 

10{!' 

一一E9 M 8ヶJj ll'if l 

EIO 2 {j二 12'if I¥l 

Ell 5 {j'. 12'if 2 

3-2.課題と刺激

ノ＇＇＂＇の調査では，アクセントの生成を確認するた

めの lp.,;ft,l先み 1－＿げ課題（3211~］），知識の－有無を確認

するための I1：誤判断課題（32問），アクセントの弁

別）Jを測るための知l'Jt課題（36fllj) を課したl

,l光みトーげ課題と＂：誤判断課題には．坐成と知識の

対応を検ii・Jーするために｜口］じ刺激語を用いたっ刺i故三百

はll本.m能力試験2級十ll''I以下の単；l古から，；；主i孟＇i・.

f足｛j・ をf守まない 3:J(Jの名詞を選〉主し．助副「が」を

つけた形で， lifi 尚早~. lj 1向型，尾高明，、｜三板型各8

,H；す、つ配it"！：したりまた，無声［－ffは後続するtJ:百の

FOを卜.Hさせるという先行研究（Hombcrt.et al 

1979: ¥11)・ ;J< 1999）や． Hi'Jtlにりti・カtあるI易子7はl'C:i

く発 i＼ーされにくい（ Li岐 1980）といった指摘を踏

まえ， .mジifiにイfP｛＇，・を抗1つ語と無声n-をもっ己昔をア

クセント刑ごとに半数ずつ取り混ぜた。刺激請を去

2にぶすJ

アクセントの矢II織のイj無を確認する }ji去として

は， 1J~71 に ），I~づL 、て核f1/: (i"i：に1:11をつけさせるなととの

Jiitが与えられるが，内行できるほど明確な知識が

ないことも想定されることから．聴覚刺i敢による1111

IL~＇的 1E誤判断l課題を！日し、た j 課題は．ランダムに ＇+i.

ノjよされる，..，，•• ，：；刺i敢に；Hして．アクセントカ＇ 11：しいか

どうかを即時に判断するものであるつ刺激数は64例

で． l正法11t1j刺激にl正しく反応できた単語数を成績と

した誤刺激として採川する刑をどうするかは課題



表2 調査に用いた刺激語

liJit:i母1 1j1 j\'jjf~Q 尾高刑 〉ド板型

イj1ir もまが あなたが 休みが ifが

lilt鏡が 匂いが f1j1聞が 大人が

(iμが おもちゃが llJが 後ろが

一iJiが お菓fが UJJ I Jが 市が

f県jli 花火が イヒhiが ,4・葉が 仕事が

宇 h~えが n曲が 鈍が 車が

彼らが 卵が 話が /f-'rドカf

i吐抗Lが 砂糖が ）＼＇.；が 子紙が

の難易！立を左右する問題であるが，韓同入学育者を

対象とした高橋（2012）の調査では，誤刺激として

頭高型で弔示された場合の正答F干1が高かった。この

結果をふまえ．本調査では頭市型を避け誤刺激を作

成した。調査に山いた誤刺激のアクセント型を去3

にぶすけ

表3 正誤判断課題の誤刺激アクセント

* 11 ＇尚 1r.~1 *Iii苛烈 ＊、｜三十反引

: 1・，：；見が (Al ft~jf~が（A) 花火が（A)

rfliカ＇ (;¥) ｛皮らが（A) Ill：界が（A)

1ii'iが（（）） j民が（A) 総が U¥)

リjが（0) おもちでが（N) 砂糖が（N)

光が（0) H前が（N) 匂いが（N)

｛本みが（0) あなたが（N) 花屋が（N)

大人が（H) //{f'が（H) 卵が（：；＼！）

IYが（II) !flが (HJ お東；rーが (N) 

子治Lが（：H) 後ろが (H) 鏡が（0)

f士＇Jii.l'(H) 車が（日） 仲間jが（0)

明liが（0)

' i葉が（0)

（ ）は1Eしいアクセント刷の頑丈字をな、すわ

アクセントの知覚を測定する課題には様々な方法

があるが．知覚結果を何らかの形で去出しなければ

ならないというん1去的な困難さを伴うの通常，イi意

味刺激語を聴覚＇1~./J~ し，刺激語をひらがなで記した

m紙にトがり liを記入させる方式が一一般的である

が，立［:xiしたとおりに記入で、きているか判断しにく

い｜：に，有意味訴を！日いると既イi知識や思い込みに

よる解符が混入するおそれがある。この他，拍の高

低配置を視覚的に示した選択肢から刺激音と一致す

るものを選ぶ方法もあるが，打！と高低配Li"i＇.の読み取

りやf干の保持能力など，知l覚とは異なる能力が必要

とされる uJ能性がある）アクセントの知覚力を測定

する最善の｝Ji去は未だ確立されていないが．本調査

では無意味話による AXj去をIIIL、たり AX法は，聴

覚呈示される 3つの刺激の中から 1つだけアクセン

ト到の異なるものを解答する課題である。刺激語は

特殊拍を含まず. 1手育の無声化が牛じないように配

慮して作成した。 3刺激にそれぞれ異なる丈字列を

あてたむが．文字は呈示しなかった（同 1参照） 0 

4つのアクセント型を総当りで組み合わせ，組み台

わせのパターン (12通り）とターゲットの位置（ 3 

筒所）によっておの問題を作成した。

なお本調査で肘いた刺激音声は全て調査者が読上

げ3求j干した。

／も寸たかが／

↓（ 2秒）

／と「めねが／

↓（ 2秒）

／あ lめせが／

解答入力

図 1 AX法の刺激の具体例

3-3.手続き

調査は桐別に行なわれた。弟請書にサインした後，

読み上げ課題，知覚課題，学習歴の確認. 1E誤判断

課題の）｜｜員で実施した。所要時間は 1人当たり 30分程

度であった。

読みl：げ課題で、は， PC画IM上に呈示される刺激

単語（読み似名付き）をできるだけ早く読み卜げる

ことを求めた。その際．分かる範l羽でl正しいアクセ

ントで読むよう指ぶした。読みl：げi;'i－声は本人のf

棋を伴て録汗した。刺激語は 3秒間隔でランダム呈

示した。本調査に光、7：ち 4問の練習課題を実施し

た。所要時間は教示．練宵を合め 3分程度であった。

録音した音声を調査者が聞き， ピッチの下降位置に

よってアクセント型を強制判断した。 1ヶ月後の再

評価との一致半は91.5%であった。

知覚課題で、は．連続して呈示される 3つの刺激立

を聞き，アクセント型が 1つだけ異なるものを解符

するよう求めた。調査には PCを凶い．キ一入力で

解答させた。入力キーは刺激白A の早示）｜｜的手と対応さ

せた。ビープ青に続き 3つの刺激語が2秒間隔で一世

心された。解答時間は故大5秒であったが．解答が

入力され次第，次の問題が早示されたu 解符Ji法．

キーの位置を確認し：3flljの練宵を行なった後．不明



な点がないことをIIYfiで、確，].i!，してから本ぷi]ftを’だ施

した。キ；調査では12問ごとに10秒のインターパルを

2凶設けたυ 所要時間は 8分科J支で、あった

続いて， 日本でのWI学経験， II 本語学Y"II於など．

学習背景情報について碓ロ忍し． フェイスシートを完

成させ，正誤判断課題に移ったり連続して 2度繰り

返される刺激語のアクセントが1Eしいかどうかを 2

秒以内に判断し解答用紙に，；己された「 1E/1浜jい

ずれかにマークするよう求めたり刺激訴はj1i］じ，Htが

連続しないよう配慮、したうえでランダムに日ぶし

たC) 32間終了した時点で10秒杭皮インターバルを（f'i:

6, イヰ人に確認してから残りの32問を’だ施したJ 解

答方法の；；~llifL 4 I百jの棟rt試行を合め．所要u~~＇ 1111は

10分程度であったり故後に．調1tにJtJI,、たWIJi))XM＼・リ

ストをLJ頭で英語翻訳させ．未知；mが合まれていな

いか確認したに）

4.結果

4-1.アクセント型別成績

各課題成績を去4に示すυ 読み卜ーげ課題は全体に

成績が低いコ知＇j't，課題は，、ドJ~J成績は＇＂＂~I, 、が｛付l 人 ;i：~

がJ.：.きい）本調査対象者q1, l fド灯、！：のII本i{li{t:経

験を持つ；が6名合まれていたり｜｜本滞在粁験のイi

無が課題成績に影響をうえる可能性が；与えられるた

め，各課題成績について対応のなし川検定を行なっ

たυ その結；~－，知覚課題にはイf ）む；傾 1l1jがはられたが

(t(9)=L84.ρ＝.09），読み卜．げ課題（t(9)=0.13.n.s.), 

正誤判断課題 (t(9)=0.l7, 11,S. ） には有志；~~はなかっ

たりしたがって．以後の分析では1IiノIをI集卜tiとし

て扱うコ

表4 課題成績（n=11)

、ド均 株準。11¥X:

読みトムげ（32/.U

正誤判断（32/!:J

知覚（35点）

12.3 

15.3 

23.3 

2.8 

5.5 

7.1 

1E誤判断課題と読み！ー今げi課題の品＇i·~~ をアクセント

の型ごとに集計し去5にぶす.，

読み↑：げ課題におL冶ては rfr,,::j刑の成品~·1がiはも，·，い、

が．他の型との；2はイ.f，色、で、はなかった（円3.30)=1.38. 

11.S.）。正誤判断課題では出向引の、ド均＂：符数が M:

も多く． 8語IfI 'Y: j:~ J4 dTt以＂＇＇正解しているが，他の

刑との有志な主は認められなかった（F(3.30）ニ1.35.

11.S.) つまり II・江沢判断課題，読みl二げ課題ともに，

アクセント刑による｝瓦キM~di1認められないという結

県となった

表5 正誤判断課題と読み上げ課題の型別成績

ジ［（，＇. 尾市 平;ftx:

Jじみl：げ 2.8 4.3 2.3 2.9 

SD 2.1 22 1.9 2.3 

11~ ，；~nlJI祈 3.3 3.7 1.4 3.9 

SD 1.7 1.5 1.7 2.1 

U1土Jd1!(は8)

J乙6は11":1出に関わらず読みl：げ課題で、生成された

データをアクセント刑ごとに集，11・したものであるの

1'ft,fJll支数とその；切介をカッコ内にijょした（総度数は

352) ・.・ 1E.i~~ を［JI］わず故も多く生成されたのは中，·，＇；j-lf~！

であったり読み｜：げI課題で、はljr白剤の成績が最も高

かったが，主111識に），t，；づいて作成されたものではなく

過剰使Illによって Il：符数が増えたものと考えられ

る｛ 11：誤判断！課題のrf1出町！！の成績がそれほど向くな

いこともそれを裏付けている＂ ，，，川（1996）の指摘

する第 l{'i"iYiJをr::iく発点二する傾向， Jff末から 21(1II 

の九二！!Dを山くする傾1l1jは本対象fl・においては顕著で

はなかった..

表6 読み上げ課題で生成されたアクセント型

品川 I ，，，，.：川 I i.tr：：；刑｜、｜ξ附 q

5505.6) ¥ 149(12.3) I 5605.9) I 92(26.iJ 

4-2.単語ごとの生成と知識の対応

1i充み卜．げ課題と1E誤判断課題の［1bj課題で1E符した

iji. ，＼｛＼· は，矢111識もあり 1E しく生成で、きる ij:f.j~fであるこ

とから，アクセントが〉と析している可能性が向いf

[il1j ，深題ともに1E~；fで、あった 1fMi·を去 7 に示すf 延べ

67,¥f＼・で．全体の20%弱にも7まる.，これにより，知識

があっても正しく発行できない． 11：しく発計できて

も主111践をけ・っていないケースが大部分を占めている

ことがうよかる J アクセントj刊によるj三きなfMりはは

られない F iji.ぷごとにはると. [1T1J課題ii：解ri・が最も

多かった ij'i.,;{fは「Ill：界が」「おもちゃが」「明 flがj

の ~3 ,i/＼・であった 3 ,jlfともアクセント引カt異なって

いることから．イヰ，UtiJ1t対象；ri・において．アクセント

はJf;＇.！別にではなく巾品ごとに伽｜別に宵得されている

11fiJ~·1年も与えられる f また 3,m ともにJE~干名字は 5'.iう

であるが， 3 ,\If 共通の1E~平行はいなかった



表7 2課題共通正解単語とその正解者数

Yfi ，·；~j刑 'i＇白剤 1己l守J理 、ド十反烈

111：界 5 おもちゃ 5 明日 5 fJ: ・Ji: 4 

紘 2 匂い 4 -)'(:, 4 子紙 3 

イヒ火 2 お菜f 3 l)J 3 [J 2 

HJ~鏡 lH前 3 u-葉 3 k人 2 

fir』J 1 あなた 2 休み 2 J十j 2 

zm：，足 1 花屋 1 仲間 l 後ろ

彼ら 1 ~11 0 J克 1 1ii!' 

ik l 砂紙片 0 J1f; 1 lf{ 。
14 18 20 15 

読み卜．げ課題と正誤判断課題の関係を把握するた

め． 2つの課題それぞれの成績と， 2課題共通正答

率をアクセント刑別に凶 2に示す。 2課題共通正答

率とは．読みl：げ課題で、もIト：誤判断課題で、も1Eしく

解答できた単語の割合である。

1己尚型は，他のアクセント型と比較すると正誤判

断成績が最もよいリえ山，読み上げ成績は最も低いぺ

このことから．本調杏で月］ I. 、た尾高1t~！の刺激請につ

いては，アクセントのlt誤判断はできても． 白律的

に生成できる段階ではない，あるいは，見高型のパ

ターンの実現 l~ 体に i村難さがある可能性が指摘で、き

る（ノ

読み卜宇げi課題のJf：符ギと 2課題共通1E答率をはる

と．顕尚型. ~~l l向型．干板型の 2課題共通jf符本は

読み卜ゐげ課題成績の50%程度に叩まっており，正し

く読みトーげられた単語の半数程度は，正しく正誤判

断できなかったことを示している。これに対し尾

山理！は；；充み上げ正答率と 2課題共通正符キがI口l程度

であることから， l正しく読みl：げられた単語はil：誤

判断もIL確で、あったといえる。これは他の型！とは異

なる特徴である。

100% 

80九

60% 

40% 

20% 

O九

頭高型 中高型 尾高型 平板型

・読み上げ ロ正誤判断 固共通｜

図2 読み上げ課題，正誤判断課題，

及び2課題共通正答率

り一一

4-3.アクセント弁別傾向

知覚課題の分析に移る。本調査ではAX方を用い．

アクセントのキnみ合わせとターゲットの位置により

36間を｛午成したカえプログラムl：のミスカまあった l

問を除外し 351自jを分析対象とする c 去8は，アク

セントの組み合わせごとのrL；符率を示したものであ

るο 例えば「頭高×中高」のセルは. A N-A. 

A-A-N. N A A. N-N-A. N-A-N. A-N-Nの6

刺激合計の1E答率を不している（アルファベットは

各アクセント lf，！！の頭文字である）。

表8 アクセントの組み合わせ別正答率（%）

頭高 中高

中山 54.5 ／／／  ／／／  

尾市 57.6 37.9 

'fξ板 84.8 74.2 89.1 

本調査で最もii：符率がf!lかったのは中高型と尾市j

型を弁別する問題で．正符半は40%に満たなかった

（去8卜線部参照）~英語母語話者に｜虫らず，＂［：宵者

にとって語中のアクセント核の特定が困難であるこ

とは広く指摘されており，今同の結果もこれとー致

する。また．平板型の正答率が全体的に尚いことか

ら．｜経伝ったド｜年がない〉｜吋反引とド｜卑を伴う単語と

の聞き分けは比較的存易であることが分かる J イヰ調

官結束ムで特徴的なのは．頭高と qj高・尾高との弁別

成績が低いことであるο 鮎浮 0999）は．学習者の

アクセント知覚宵伴は．頭尚型と、F板型！の対。：の把

:thlから進むと述べているつ話頭で急激にド降する頭

I白型は比較的その特徴を把握しやすいアクセント型

であると思われるが． 卒；調子正対象者にとって，起伏

式同 i：のアクセント．つまりド降伏置の違いを聞き

分けることは困難だ、ったようである

5.考察

5-1.アクセント型

本調ftは．英語を母語とする学刊者を対象に．ア

クセント宵伴へのアクセント型の関わりを検討する

ことを［l的としたc 二主な研究謀題は． 1. アクセン

ト型によって課題遂行成績は呉なるか． 2. 課題tllJ

にアクセント型ごとの対応が見られるか． 3 アク

セント弁別課題にどのような傾向が見られるか．の

3 l.（、で、あった。

まず．アクセント ！f:.成のl正確さを測るための読み



上げ課題と，アクセントの知識のイj何（を l調べるため

のl正誤判断課題では， 11lij課題ともアクセントJWlllJの

成績差は有志で、はなかった，，

読み上げ課題＇ if：誤判断課題ともに 1j1 尚 ;I~~の成結

は他の型に比べ比較的t:iかったが． 2 ；；果題共通lト；符

数は88語q118語にrnまった。つまり． l iji.;jffにおけ

るアクセントの知識と ！J：.成が結びついていなし、状態

であることが指摘できるつ他の刑についても｜υj様の

状態であると推察されるが，尾高型に閲しては， 1L

しく回出j型で、読みl二げられた単語の多くは Li~l判断

課題でもI正解できていた（閃2参照）ことから＇ lj: 

成成績は低いが，知識と結びついた生成であったこ

とが伺える。但し 2 Yiの対象者は，b'cみ！：げi課題で、

1 度も尾市~~を 't.成していなかった（次H衣 9 参

照）。従って，！己高型の11'.hえにはかなり例人x:があ

ることにも官立する必要がある f

韓｜王l入学科者を対象とした山橋（2012）では．す

べての課題で、見出JT;~の成績が最も低かった出尚早！

のようなピッチパターンが時而にないため馴染みが

なく． 日本語においても地尚刑中話は少ないl：に、｜三

板型との違いも顕在化しにくいことから．出（：jJ~I！の

パターンそのものが気づかれにくいのではないかと

考察した。英語l:J:1活話者のアクセントとイントネー

ションを調査した磯村 (1996）でも．！己 1•,':jJ引のコン

トロールは容易ではないことが指摘されている l 本

調査の尾高型単語に凡られた特徴は．先f一l

果とは宍今なるもので、あつたが’ この特徴がアクセン

トの型によるものか，語集の親官J主やi'J.'.JJJ頻度の影

響によるものか，また学WI＇許制人の生成傾Jf1Jによる

ものかについては．別の角度からあらためて検，；1Eす

る必要カZある μ

5-2.知覚・生成・知識

知覚に関しては．先行研究の指摘と ,fh'fしない結

果となった。丈長Ii 末まで、出j さが維持される、I；·似｝~~ と

語中でド｜年を伴う語との弁別正答本は平J{;JSWYr）を超

えており，、i咋反型との弁別は学刊；(I・にとって比較的

容易であることが示されたっただ． 、｜三十反JWの次にlifi

高lt！が習得されるという品目－宰 0999）の指摘を踏ま

えると， ィト；調査対象者は， Hii,・,・s J~~ を特定できる段附

まで宵得が進んでいないuf能’！？が考えられるハ

知覚， lf.成，知識という枠組みでJきえると，、｜ξ似

刑と他の刑とのアクセントの聞き分けはできるが，

読み上げ課題， 1E誤判断課題とも，アクセント刷ご

との正答平に有志主は見られず． 、｜乙松刑のlrf1J11果J也11・:

n 

解数も 15r¥ri・ ( 17%）に留まったにl FL 環境の，，，国入

学刊行を対象に政介語アクセントの知識と主II覚を縦

断的に｝両先した柳（2008）でも，知覚課題と知識課

題で l•iJ じ刺激，\ff を J!jl, 、ていたが， -rtして知覚成績

のほうカ＇，·：.~ かったf 事IJi敢｛~·Pを聞いてアクセントの

f,/:iHを特定できることと，内在する知識が誤ってい

ることは矛店しない イギリス在住のli本語学？？者

と ~I：学刊行を対象に． 2 t(lrifrのアクセントの弁別テ

ストを行った坂本（2008）は．時五昔話者と学習者と

Jt:'h＇千fi・の成結にイf.ti:l~ははられなかったと報告し

ている よ川氏ノtターンの追いを弁別することと．品

ごとのアクセントを知識として内在化させ作成に以

映させることの[l¥jには， Mらかの別のプロセスが介

イfすると与えられる r

5-3.学習者の生成傾向

?;i}{ ｛；・のアクセント＇ I＇.成には＇ f：よ話の影響だけで

はなく，↑同人間のたが観察されたら去9は．読み L

げ課題11.f に作成されたアクセント J~~ を対象おーごとに

示したものであるr 各アクセント引に 8話配置され

ていたが，実際にはかなり偏ったF七成で、あることが

分かるうすでに述べたように全体的に中高型の過剰

H~ llJが昨日立できるが．出向型をうでく使わない者 (E4,

E6）や． 1つのアクセント型を集中的に生成する

ft・ (E5. E8）など， Wil 人；；~：も見られるし元々． II 

イ~Jffの 3 十（ I請に 1f1 向明・ 1己尚型が少ないけuq1 ・律

的 1999）ことを )5・慮すると. HIT尚刑と干板刑を集

q1的lこJIJ¥i、る E4の｝j略は，千f＊カかっ実Jtj的である。

これらが立｜対的なJi略であったnJ能性はもちろんあ

るししかし時間制限のある読み卜宇げ課題の負担を

軒減するために. rm律調整に注意を配分せず．自分

にとって読みやすい刑を多用した結果とも考えられ

るι 白日の対象名字は．語ごとにアクセントを変える

ことなく，数，＼｛＼· に i度り lnJ じ尚fl~パターンで、読み上げ

ていたつある対象者は，何が正しいアクセントかわ

カミらないカ、ら4で昔日jtijじになる， と＜VFえたん !iii高， q1 

,・::i. I己 ，•，＇：i. 、，，.，似という 4 つのパターン自体が明確に

Ji'1{1：化されていないため．使い分けるまでに至らな

かったnJ能nーもある。本調査では．学習者の守〈成ア

クセントを強制的に判｜析したが．核f1／：置が明瞭でな

いものも合まれており， どこまで立凶作Jに高低がコ

ントロールされていたのか定かではなしし起伏式ア

クセント Ill]の弁別に困難さが凡られる出｜刈も，内在

するアクセント刑の暖昧さに由米するのかもしれな

し、r



表9学習者別読み上げアクセント型

ID HJ'i尚型 中高型 ＇~向型 、｜ξ板刑

El 5 11 7 9 

E2 3 16 11 2 

E3 4 7 5 16 

E4 10 3 。 19 

E5 3 5 1 23 

E6 11 21 。 。
E7 10 11 8 3 

ES 3 26 2 

E9 12 7 12 

ElO 。 18 12 2 

Ell 5 19 3 5 

6.今後の課題

官学経験のある rt1上級学習者70名を対象とした

,・:s橋（2012）では，アクセント型ごとの差を検Illす

ることができたが，今［口｜のデータからはアクセント

の型による有意な差は認められなかった。知識を

伴った升L成と思われる語についても，アクセント刑

に偏りは見られなかったυ これが吋語の違いによる

ものなのか．発汗習得レベルの違いによるものなの

かは不明であるが，アクセント型の習得プロセスと

いう観点からも検討する余地があると考える。語の

韻律情報が学宵者の内部に「型Jという範院を形成

するまでは． 単語単位で伺別に習得され，アクセン

トのパターンが内在化されることで理ごとの宵得が

進む．というプロセスは想定できないだろうか。教

師や調査者にとってアクセント型は白川のものであ

るが，学習者にとっては必ずしもそうではなL～ア

クセント型の違いがどのように習得されるのかとい

う問題については， さらに追調売を重ねていく必要

カZある。

今川の知覚課題と読み卜げ課題の結果からは．ア

クセント型！の弁別と生成との問に直接的な関わりは

見いだせなかった。アクセント型の違いを聞き分け

ることと．アクセントを話葉情報のー古｜；として単語

と結びつけ記憶することとの問には，何らかの学＞f:l

過ヂ，：があると考えられる。アクセントの習得を解明

するために軍要な問題であるが．本調査の結果から

そこまで踏み込むことはできなしh 実験的な調先も

悦野に人れつつ引き続き検討したいじ

一7一一

付記 調在に協力してくださった19名の学習者の皆

様，調査を受け入れご協力くださった先牛)jに改め

て御礼申し上げます。

3主

1 ）西沼 (1997）では平板型と尾高明を区別せず0

W！として扱っている。

2）梁（2012）は．アクセントの ABX弁別課題で

文字列の異なる刺激語を用いることで天井効果を

避ける事ができたと報告している。
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